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村 井 良 江
融液成長における不純物原子の取 り込みの問題は,固液界面から十分遠方での不純物濃度C∞












り込み効果を考慮し,kl｡C≠ koとなる場合について,kl｡Cおよび kef を考察した結果,比較
的成長速度の速い,成長初期の段階においてtも k.oc> koの成長が起こるが,球の成長と共
に速度が減少すると,kl｡Cは減少して平衡値 k.に漸近 し,それにつれて)も一定となり,keff
一定の成長に収欽することがわかる (PartII)｡従って,ある程度の大きさに達した結晶(球
の半径R2 10-5cm)については,それ以後の成長過程において,界面での取り込み効果は十
分小さいとみなせ, Partlでの議論によって十分説明できることになる｡
要約すれば,BPS理論とここでの取り扱いにおけるkefの定まり方の違いは,次元の違い
によるものではなく,全成長過程を通じて,界面の移動速度 Vを一定にしたか,あるいは,十
分遠方でのTcx,ならびにC∞を一定にしたか,といった実験条件あるいは成長条件の差異によ
るものであると結論される｡
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